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国土地理院の VLBI 観測では，現在まで磁気テープ記録をベースとした KSP 相関器を用いてきた。ここ数年の目

覚ましい IT 向上により，磁気ディスク記録をベースとした次世代 VLBI 観測システムが開発され，実用段階に入っ

ている。 

そこで，国土地理院では K5 相関処理システムを導入し、2005 年 4 月より UT1 観測および国内 VLBI 観測を対象

に本格運用を開始する。本発表では，従来の KSP 相関処理システムと K5 相関処理システムを技術面だけでなく，

運用面についても比較を行い，今後の安定運用に向けた検討を行う。 


